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微 細 気 象.観 測 用 オ フ ラ イ ン デ ー タ

集 録 装間に つ い て

米 谷 俊 彦 ･御 用 琢 即

机物群落や裸地上の接地気伸 二おける徴抑気管学の研究を行 う場合,時間的に も空間的

にも板紳 こ変化する気牧BL象をTE確に把糾することが必要である.

止年超音波帆通計 (Mitsuta1966) を は じめとする観測機器の :i'干しい発辻 と共に 1Hz

以上の極めて徴抑な変動現態をしか も｣長時間に亘 って観測することが可征になってきた.

このようなデータの集録に従米から用いられているべ./ifき記秘計や打点式記録計では,

その鍛錬処理に多大な労 ノJと時間Ii,必肇 とする.これ らのI4j難を解決す るためには尤大な

'L>淵 の記録保rl-･をT･T値にし高速の処理場)JJkWF'‡えた紫録 システムが必要てある.このrl的

を｢=拝して既にアナログ処理装flyltがい くつかlJi川化されている (Hanafusa1971,Seoet

al.1972).しか し精度の点で 卜分てたかったりrrL機憶的である場 rTか多い, 以下に,上に

述べた.条件を満たす システムとして掴発 されたテ ィジクル味鋸処叩用のオフラインチ-3

JJさ鎚張附の概要 とそa)微細気象学-の応用帥 こついて述べる.

木;娘l'F'tの和人に当Y)有7..Ufる助 l寸を峨 いたfL.il;節教授をはL'bP)オフラインチーク1J1-hL矧rlL.lTnL･lhyi榔Itl'倭

Ll会のメソ/ト の力 JZならびに1半部山本創考に詔槽 をぷしたい.張酢のm]矧 二協力此いた旭-̀E包株

式会社 およびYHP株式会社の関係者の方 に々も.LET;謝する.叉 木7['J慨 に当()育?.Sf,Ll助言を賊し､た頻拍

湖大砲炎料地教椎/F'.よぴi･l/i.'FJtのt,碓川にiAju))賊L.た平剛●け 托†1.◆に感謝する.

装 置 の 概 要

既に十年程前に Kaimaletal.(1966)に よって徴釧気象用の デ ィジタルJJI･録装77'J'.ヵLi')-3

地坪速度が速 く取 り扱い賜い ミニコソヒュータが安価に得られるようになってきたことは

この稚範mの構成の剛難を軽減 した. この諭Jiで節 介するオ フライ./データ集録装肝●亡は ミ

ニコンビュータをシステムコソ･十-ネン トとして机 7>入れた敵組気負旬姉川用の小型のティ

ジタル集録装閃てある,

装性は横河 ･ヒューレッ トバ ツカ- ド株式会社恥2100Aミニコンt=lユータ (Hewletト

Packard1972)を 中心に 飢み立てられた.その-巨費な鵬成寧嘉を第 1Eklに, ブロ ンク図

を第 2区=ニ小す,この装WIL.ではセンサーからのアナpJ'1.i号を一旦テータレコー//にアナ

ログテープとして記軸する.記鉛 した7ナ ログチーフを実扱室に持ちh;り再/上し ミニコン

ピュータの制御の下で A/D変換 した後 テ ィジタ′レ磁J<fLチーフに退き込む.熱 こデ ィジタ

ルテープからデ-3を読7,̂出 し. ミニコンピ ;L一夕または岡山大学の計算機センターの中

型計界粍 (NEAC2200/500)て 計算地理 ,i,行 う.この矧JYLは 観測から処現迄に 2lTlの時
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2100A ミニコ ンピュータ

紙テー プリーク

A/D 変 換

D/A 変 換

器

器

視Il判 Ijフライ/データイ1ミiAi災l'rlL

宇戸2同 オフライソテークイLを錨弘tFLu)7P ッ クlXI

TBG:タイムベ -ス -/ェ不 t/- メ, DMA:ダイ レク トノモ 1)ア クセ ス

間的中断があ りオンライン実時間JJ5･蝶装肝 (Hanafusa1971)とは異なっている.このよ

うなオフラインiJ!錬装L花はオソライソIjl.免LL装冊に比較 して幾分時間 と手間かかかる反面,

繰 り返 しデータを 取 り.LJjすことができ, しかも処理を柔軟に 巾広 くできるとい う利点が

ある. このJjf妹方法の柔軟 さは娯附をfIVif戊する個々の嬰崩を選択す る際に特に注意が払わ

れた点である.以下に個々の要滋について簡ftriに説明する.
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I. 7ナログデータレコーダ (TEAC,R-510)

R-510は 7チャンネルの7ナログ†.i号と1チャソネル の モニター用音声信号を記9,長で

きる可搬型計測用データレコーダである.土1Vから土20V迄の入力信号を記録でき土lV.

±3V,土 10Vのl自二流校止芯圧 と2V,6V,20VP-Pで 500Hzの交流校正信号を内蔵 して

いる. 記録速度は可変で 4.75cm/secから152cm/sec迄の間で 6段附に切り換えるこ

とができる.300Hz以下の変助の.;;一己生長であれば 記似通姥4.75cm/secで 6時IJul以上逓縦

に記録できる,父早LuJLにすれば 20KHz迄の一･L川,-1政変助の記鎚 も可舵である.一般的な

微細気象の観1111作 は 低速度 (4.75cm/sec)で 記蝕を行い.2倍,4倍,8倍等に速度変換

して再生しデータ集蝕やモニター時間を大師に短桁できる.なおこのデータレコ-ダはⅠll:

丘が 60kgのF･[搬型であるため持ちjrBびが幾分面倒である.しかし自助噂に搭服 して運搬

することもでき,集録装rEt全体の移Jかこ比べれほ格紗 こ隣物性か剰 iliできる.

2. 7ナロケ信号入力装置

入力チャンネル数 16,分解能 9ビットトサイン _̀■､ット,最高サンプル レート100KHzの

マルチプレクサーを内戚する高速の A/D変換Ii詮てある.主な仕様を 第1表に/｣とす.この

襲iEでは DMA(ダイレク トメモ リ7ク七ス)を仙川しているためにチャソネ/L,閲のサソ

ブリング時間差は 10FLSとな り準同時にサソプリソ'/が実現されている.又入力電FF範囲

は土1Vフルスケ-ルて +lVが +511に対応 している (第 3圃J,従 って熱電対のように

出力昭LLの小さい測詩話の場 合には過当な竹折を行 った後入J]することが必要である.A/D

変換器の入力端子からテ ィンタルデータ迄のFI11'度は第 1蓑に示してある通 りで 入力 土1V

那,ll表 -/'ナp7伯ぢ一人))YJtilTとの特性

入)コチャンネル数 )6チ1･1/ネル

入 力 叱 圧 抱 成 ±lVフルスケール

入力インビーダソス l lOMSl:lUOOPF(1V レt'･))

分 脈 能 10ビット(9ヒノト+サインt{ yト)

サ ンプル L/一 卜 DC-100kHz(DMA使川)

柄 促

i.-..'L 度 係 数

55嘗 (1976)

フルスケールの 土02% 土ZLSB
フルスケールの土0.Ol%/oC(10oC～40oC)

500-0 // ∫

000 -500 // 5bo lOOO

■ ●

/メ
/●

.ノ●
/メ

和3同 人･))TiiH:,lラ t i, クルー,Z一夕の検:I.E値
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明 し 土2mV土;-LSBである･9ヒットの分鮒 紬 満- べ きものではか が アナ ロ

グデータ L,コ一夕の粘度 を考[巌すれば一応十分 と考えられ る.媒錬叫の f11Jソ (･ルH'iL',iZは

磁気 テープ猿紅との接続 を考),心してシーケ./シャルモー ドを使用 している.1た外部 クロ

ックとしてタイムベースジェ不L/-メ(16180B)を利用 L ミニコンヒ,1-タのif,utllJo)Fで

サンプル時間の設淀が行われ る.

3. 2100A ミニコンピュータ

頻郎処理の コソ トp-ルを行 うミニコンピュータは 16K.1!‡(16ビッ ト/計.)の メモ リ-

を持ち そのサイクルタイムは 0.98ナノ秒である.アナ ログ 7--タを 読み込み デ ィジタル

磁気テープに.Iは 込む際におけ る ミニコンt=.ユ-タの主な槻T'Jt2は次の ようなものてある.

(a) 捷銀Hlプpクラムの コソバ イノしな行 う.

(b) テータ雛緑川のパラメータの読Jy.込み,iJf･以&.Lr灘 崎に発見 されたエ ラーや佃 ;Iとフ

ロック教 を数え記憶 し衷/7=1'す る.

(C) 磁気jl-ブ弓削圧に=LLさき込むためのチークを一旦 -Jγに6-L!憶 し編狼す る.

(d) データ狼触時に比用する 准 々の嬰,iJ,:I(A/D変換ii;i･,磁気j=-プ矧 淀等Jの コソ

トローノレを/(｣う .

七;こミニコンピュータはデ ィジタル磁公も71-フに記糾 した-7･-タの;'l算処JuiI!.川7Pクラ

ムの コソパイルや実行L(行い他力装隈に各便の処理,i.5'柴を蓑′六する. この ミニコンt='ユー

タでは アッ七･/プラ-. フォートラン11.アル ゴル60,ベ-シ ックの 4種好lの.雷.(I;が仙川

でき,Lrノ)で計算の廠蚊や 目的に応 じて利用の仕方を変 LJiすることかできる.

特に この装紅では ミニコン ビ ュータとTy3(け -フ;R花の組み 'LTわせに よる磁気テ-7フi

-1､L/-テ ィンクシステムの袈行がnl経である (HewlettPackard1971).磁斌チーフオ-

L,-テ ィソグシステムを利用すれは フォ- トランやベーシ ック等の ゾpクラムの ｣ソ/､イ

ノLや隆正.実行を他車良 く容易に行 うことができる.そのために紙 テープオペ レーテ 1ソ

グシステムに よ bコンパイルや略正uj際の琉雑な拙 作が解消 されている.

4, デ ィジタル磁気テープ装置 (7970B)

磁気 - フユニットは7トラック用で 800BPl･レ ンチ巾O,ものであれば 最大 3600フ ィ

ー ト迄の磁生しテ-フを他月｣できる.主に この炎ftyLは/上のデータの記録保7Fと計㌫1処刑の際

のテ-タの呼びLtJ.Lに月=JL､られ る, I,q先に述べた ミニコンピュータとれん.'TJっせて磁気 テ

ープオペ L/-テ ィングシステムを構成す る.

5. その他の周辺装置

以上に述べてきた 4要･i㍑人外に雛 テーフリーjL(2748B), テ L/プリンjZ(2752A).D/A

コソノミータ (16183A)等の周jJJ装uIr':が班用 されている.

紙 テープ リーダは読 7*込み速度 500字/秒のl･:ん油性 テープリーク である.システムソフ

トウエアやテークの読み込み.あ るいは コソ/くイ′Lや-/'ッヒソフリー時の ソフ トウ工-/の

読 ち込みにJL)f用す る.

テレプリンタ(･絹 ]字,千-イン プット 紙 テー-J読 7,L込 入,紙 テ～7-:1/ 7-の機他 を有

す る入lLtl力襲E花てある.オンライン,1プラ11/いずれ もLかIIH†他 ⊂-卜フライ1/では ソー

スプログラムのバ ソ1-やブ･--/J印守川,オ ンラインて(エコソ/てイ′LIP7'･,1:I/71)-Iqの

218 脱 字Iilf,先



I)ス ト作製やエラーメッセ-ン出JJJ礼 文システム作動崎にはテ一夕出)J,作表jfj.コソ

ヒ.1-タとオペ レータの対占ri川等にJE汎に班用され る.

D/A変換.J詩(16183A)はiにシステム･｣.のラ l･)タルテ一夕のモニター.出力用として

用いられる.D/A変換縦は 2チャンネルで 8ビットの分解櫨を持ち 0-+10Vのアナ T=ク

I-に比出力を得ることができる.この炎虻ては コンピュータの制御の下で任意に入力のスケ

- I)ソグやチャンネル避桝が行えるし,また出ノJの時間スケールを任意に避走することも

できる.

この装位には別に周辺鵜匠としてカート穿孔機 (JUKト1300)が備えられている,これ

は岡山大学の計罪機センターの計卯微を用いてテ Lljクルテ一夕の処理を行 う場合に プロ

クラムや- ラメ-タの カ-ド-ソチ入ノJJ1化 してlJ山王的に設EH.されているものである,

集 録 用 プ ロ グ ラ ム

この装l'Eltでは2趣姐の脹£川｣プログラムか旭''JEJJt株式会社 と YHP株式会社に よって共

IJ]製作されている.一 つ は 一般的な .llL流変血iitを鹿以す るためのもので肝 性-/･コグラム

(ODAS-1)と呼 ば れるものである.もう一つは 熱線帆速計等の高周波変動を集録するた

めの プロクラム(ODAS-2)である.このnp'古文では 僚畔 プログラムに限 って述べる.

擦坤 プログラムでは 連絡 こ入力 される16チ t･ンネ ′レ迄のtj･',才を 最I..::JTi仕秒 100L･ilのサ ン

プ1)ソグ率で 準flJl時にサ l/フルして A/D変換 し,ノ-1ッ7-/メモ リを使用 して編鉱 した後

磁気T-プにALrき込み/f行 うように設計されている.計算級で処BP.するlgj合 IRG (Inter

RecordingGap)をもつブF=ック記蝕が 必要なた桝 こA,B2ブロックか らなるメモ リ-

をバ ップー/と丁る2ウェイ方式が採用 されている.後の計算処雌の班丘を考慮 して 1ブロ

ックには 504脚のチークが入るようになっている.従って 1ブロックの各チャンネ/i,Lljの

デー5数は 504/(チャンネル数)で表わ され る.山し16チャソ不ルのJjA合には 504の約数

である18チャン不/i,として記録されるた桝 こ古+ヤソネル/'Ljのテ一夕数は28Tk'小二なって

いる.

次にテ-37埴S,･kLの手帆を述べる.先ず ベ-ノックバイナ リローダに よって ODAS-1を

コ7に p- ドした後娘録データ.上は 込 も用磁/範チーフ-を磁気 テープ矧TtLLにセッ トする.引

き続いてテレプリンタを通 してデータ丑録に必要な情紬を入れ る.これ らの情報のヨーなも

のは ラベル (LBL),鎚以用チャンネル数 (CHN),サンプリングノ別gj(SMP),プロy ク赦

しBLK).磁気テ-プセ ットの位I'H (MTS)等てある.その他 D/A変換器への チャ./辛/i,

の'測 り当て (RDA),A/D,D/Aの変換の兼 行命令 (AD,DA),媒蝕1)rrj始命令 (GO)等の

1I'柵 がある.第 4図に A/D変換の切 tJhの雄･録川.-ラメータの入力 と計算敵の出)Jの リス

ト例をノ｣1す.

このような A/D変換によってni･以が 行)'れた磁ム(-)--プの内部桃進を第5lAに/11･す.

鮎-'式チーフ上の第 1ブロックは1叫山大草の計i'l駿 t=-/jL-の磁女乙テープ紫斑とのはk;tJを行

うためのラベル用 ブロックとしてスキッフされている.第2プロyクは ラベルブロ ックで

第 1番Jlのフ7 イルのラベル,サソブリング).-7日臥 チャンネル敬等が記触 されている.射

3フ..プクから504個すつのチークが耶亨次.lfき込 まれている.そ して-/ァイル 1のテーク

の113･SJ麿 J′と冊 ,j1-8二7-/イルlのブr]ック数と EOF(EndofFile)が ｢1抑 伽こ.tTきj△f
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DATA ACQllSLTION トYSTEM FOROKAYAMA UNIV.

YHPANDASAHIE.-7403-

:LBL,444444,111333

:CHN,16

:SMP.-loo

:BLK,10

:RDA,1,0

:MTS,1.3
NO. LBL SMP CHN BLOCK

l 222222-111123-100 2 10

2 333333-123456-100 8 10

:AD

LBL =4444411-日1333

CHN= 16

SMP= -loo

BLK = 10

D/A CH
l

H

2
2
9
一
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2

uL

51
51
51
51
5t
51
5t
引
51
5t
51
51
51
51
5t
5

J▲H

1
2
3
｣

5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6

c

1
1
1
l
1
1
1

V

2

2

川

51

5

i;
似
.
仏

0

5

5
一

一

H

0

0

CA

W

13
13
t3
13
13
13

13
_3

13
円

13
13
13
t3
_3
1

LO

一5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

一
L
L
一
一
一
一
一
一
一
L
一
一
一

:GO
GO
PAUSE 10 BLOCKS

RESULT OF LIMrT CHECK

CH HI LO OVERCOUNT
DONE

訴4凶 テーyiLl潮 のU,'rlLの リ7Jt一･例

この例では3馴｣の7 -,イルにラベル名444444-111333のデ-クをチャンネル数L6.

各チ1ソネル拓秒 100個のサソー/I)ノク迎虻で 10ブpツタLI;以している

れ る. この連銀 が仙次練 り起 され る.

とに述べてきた磁気 テープ Lの記鎚は従 火のE.E磁1 ノシ ログラフの ようにI(;11接Iuミに PLJる

ことはで きない.そ こで正 しく記S,iが行われているか ど うか, また雑 g･を含んだデータが

混 っているか ど うかを.-J.I,]べ るために十分なデータの モニターが必要 であ る.先ず デー夕月三

鉛時に デ- タが 一定の制限仙以内 に 納 ま･'て いるか どうかの リミットチェ ックが 行われ

る.そ して41三以0)終 J'とIL.lll寺にオーノ,I-フロー JLl.エアl/ダー フp-の カウt/ 卜敬L.I令 チ ャ
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ラベルブロック

データ

レコード

データブロック

空 白 1996文字
サンプリング

周期 6桁

,i;l'f5liil 磁 !'-tテ 一一17'の lノ｣珊椛 j'B
BOT=磁′{-Lテ一つの帖的, 己OT:田J式テープの終り

一 了 ヽ ｣ -

了 へ ､/ノ ＼

＼J

ノ へ ＼ /了
､ 『璽i

il),6[-A If.舷波のiL!.以デ-タの D/A 蜜換掛 二よ,7J･'li)州
サ ンプル適齢 よr.から帆 二1:5:25である

ソネル毎に出力す る.一方 D/A変換解を利用 して 磁気 テ-プ上のデータをメモ 1)--を介

して読み出 しアナログ信号に変換 してペ ソまは 記掛 こ再生す ることによって )' ックす る

こともできる.第 61勤ま正弦関数をサンプリング間隔を変えて 集線 したデ-･L'の D/A出

55世 (1976)
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ノ｣例である.この岡に/T,されるt-N=クー かr･)A/D蟹牌に よるilif比の群[虹が→Iソブリンク

間隔でJ;i-'ゎることか)'か る.従 って-/ナ ログにり･1,良し､iJilUてif=･臥す,Lために!上Ij'ナ ｡.ク

信･T'iiの'A:励ノ糾明よりい 一･分にIr-EいサソブL)ソク辿Iiで A/D,JiL旅す ることが 必教であるこ

とが知られる,

計算処理用プログラム

前節て(よ7ナ ログデー タを磁気テープに=DI一里丘す るためのii.i.準 プpクラムについて説明し

た.この節-Cは磁気テー-/iI,I.Prき込 まれたデ ィジタルー)--1jfL(利川してil'O-処円iJi,行 う

ための ブlコグラム例について述べる.

計符処理用プログラムはその処即 ∩的に応 じて個 々にJTl･適の プpグラムを('ト湖 す ること

が望ましいがプログラムの作年別こ手間 と町 'U.1がかか るとい う帆 まがある.そ こで比峠的fl.LL

かなプpグラムの変更に 上って基 本的に必野fL･統計11'T報が用られ る汎用性のあるプログラ

ムを作っておくと使利である.ここではそのl)Jの比較的肘11,m度の高い プロクラム,ir･二つ

紹介する.

1 基本統計丑計算プログラム

プログラムの フp-千十一 トを第 7川に示す.このプF:グラムでは-J'i=各-1-十ソネル毎

のT'-1り値を計符する.続いて個々のチャ./ネルか らのデータを糾 7,1令わせて適当な変数'4:

襖を行 う.そしてこれらの仰々の1.i-の平均帆 最大値.最小値およびその変動穐Pfl,l次,

2次,3次,4次の モーメン ト,漂it用HllZ壬,分散,2変数の共分散,相関縁故,頼度分布,

分布の窮み度,尖度を任意のヤ均時ruJで計耶できるように矧 ′fISれている (磯tfl和男,大

耶 7r対 ).EJt;統:汁n.てIT,1プpJゲラノ､のフローチ十- ト

NJOB:.)-ブの教. NRETN:/(ラL-,}チ.. ッ ク

N :チ-クの数. NT¢ :チ-クの全個放
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粕出:1971).このプpクラムでは 30変数迄の統計計算と20組迄の共分散が一度にt)Fl=/し

て計汀できる.従ってこの場合,狼S.i猷冊よアナ ロ/,処Jlrl,袈fFT.(Hanafusa1971)におけ

る30個の ミ-ンメータ,30佃の シグマ メ-メ,20仰.Iの フラックスメータ及び 20個の確

率分布器をもつ処FJj_装問に対応している

2. スペク トル解析用プログラム

このプログラムでは (1)oL)助合と同様デ ィジタルテープからデータを読み出して変数変

換を行った後各々の変数の円己相関係数, 2変数の間の相互相関係数及び Tukeyの方状

(Blackman& Tukey,1958)によるスペク トル僻fJJiを7丁う.そして/くワースベク トル,

コスペク トル,コー トレーチャスペク トル,スペ ク トル相関係数, コヒーレソス等が併行

して計界でさる.こU-)プログラムは ミニコ./ビュ-タの限られたメItリー (約10K語)tr･

最大限に軌用して50佃迄のすらしを 持つ 仁l己凧 糊緯数,相_7iI和幽係数を 8組迄併行して

計算し.それらを使って8崩し迄の/くワースベク トル, コスペク トル等を一度に計節できる

ように作られている,各'g数のテ-タが 3万個粗 壁迄であれば計罪可臆である.第 8岡に

フロー [-I:- トを示す-

fJj78回 スべクトノレ.77糾干JプlコJ?'ラムのフp-チャ一 卜

N:チ ー クの個数. N¢:デー JJの令脚数

これら2つのプログラムは共に計界処理の剛■伽こ応 じて変数を決定 し変数変換用サフル

ーチ,/のみを新 しく作 り変えることによって計井を契行できるように作拠 されている.又

気色観測で良 く使用する乾湿計公式から比鋸を求める計算や 2次元磁君波帆通計の信号か

ら一般流方向とそれに頂角な方向の風速変動に分離するプログラム等が関数サブプログラ

ムとして組み込まれている.このようにしてプpグラムの作男削二乗軟 さを持たせ ると火に
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作製時の手間を軽減している.

微細気象観測への応用例

オフラインデータ擢餌矧 Rが設牒された一昨1I･の 3月以二昭 文々ほ既に肌物打落 卜.や群瀦

内部の熊つかの掛 7JTて観州をケiいこの期Jy亡を利用してJJi-以 他PII!_を行ってきた.ここでは一

昨年の 5月に出XitL物研究所の小麦畑 ヒで行-つたテス ト観洲の場合の刀さ録･ihmの利川例に

ついて簡単に述べる.

純抑 よ1974年5月28日の 12時から15時迄,J)口中に 3時間実施 した.地上 1.5mに烈

乍E対艦湿計と3次元に組み合わせた超音肢帆速計を設降した.熱電対乾湿 計u)･I.シ.鎚球温度

Td,Tu,.超音経机速計の垂FTII成分 W,水平成分 ux.u,.とベク トル合成瓜連 uTお.tび帆向

WDの 7個の信号が 得られた.熱帯対の 冷131･,畑 土hllJO)fL.L度言Lで.U持 とられた.これ らの

データをテープ速度 4･75cm/secで データレコ一夕(良-51O)に 一旦壌蝕する.但し甘 IE

対柁滞計の出力は 直流増幅解で5OOO倍に卵 白されたものである,第 91糾こ紬削方法のブ

ロックL14を示す.

耶 9同 級blllのプ ロノク〆イヤ '/.ラム

記鉛したアナF,V-テープを繋駁雀にT.-H'帰 り8倍の速度で仲J-ヒして 1秒間 100個のサソ

ブ.)ソク率でサソプルし A/D変換を行いディジタル磁気テープに紫朗する.これは結果

的には 0･08秒bjのサンプリング碑に相当する.3時間の観測テープは 約 23分で A/D変

換できる.そして その抑 こディジタルテ-ブ トには 総;Jiすると約 90万州の データがJJ!
探される.fH'牌 に観測時に アナログテープ上に入力された 令チi･./ネル毎a)快妃,fEJトを

A/D射 典しディジタルAJt坪用の検定伯をtLL近 し後の計範処｣判こ併用する.

ディジタルテ-ブ上で7イF.げ っに配列 された各チャンネルのデータを読みLHしてスケー

リソグと変数変換を行い ).〔本紙計鼠の計符を実施 した.'J=_0)データは 次のような 14個の

;-(u2変動iかこ変換された.Tw,Td,W,u,i,.WD.ur.q.E3- +V2+W2).uw,ux,uy.∠.

E.-圭一we,E2-与 (a,2･u"･ここで u･Uは 一般流方向とそれに Tt,I.角な銅 a'凧速を表

わす.qは比湿,E3はjriBr軌エネルギー,uwは瞬間的な運動1,t輸送Li,El.E2ほ 1次元およ

び 2次元の,運動エネルギー である.また フラックスとしては 熱や 述勅LiL,水蒸気等の水

平,垂れ 横方向のフラックスが円られた.それ らのフラックスは次のような歳である ;

wT-･wTd･uJur･u,u･u,V･Wq･WES･u,TLI･Wu,,u'E,.uJE2,uTd,uV.uq.uE,,uTd.VE3.
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ここで-は畔 聞平均仙L!表わす.このように して視られた結果には従来の7ナグロ処理装

腔 は処理が面 脈 あ-た比湿 qや三次元乱流迎動エネルギ-E3-去(u2+u2･W2)等に

ついての結果が含まれている.またこの例に示され るようにこの襲際では同 じ観測時間の

多数のT●1a)同時処理が容易に行えるので総 合的な徴抑!jL塵組dLu;ff料の解析が可能になって

いる.紹火の打ち出 し例 (付図 1- 3)に見 られ る15分間の結果が 3時間の記鎚か ら12個

得 られている.15分毎の気象要素の統計立の時間変化を第 10B1-第 12凶 に示す.得られ
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rL結果は従来裸地やその他の勘所で得られたもの と矛盾するものではなか ったか群落上の

特性も幾つか見出された.結果の詳 しい議論は別に行われ る.

摘 要

ミニコ'/ピュークをシステムコソホーネン トに組み込んだオンライ,/チ- A/旋録;F<[7{'Iの

概要が紹介された.またティンタ/i,磁気テ-プ矧 EIL.への集鮎 プpクう ム(ODAS-1),計算

処理 プpグラムおよび微細気象軌rfLuへの適用例について櫛甲な説明がなされた.そ してこ

の装隈が微細気象の観測に十分利用できることが/Jこされた, しか しオフラインテ一夕媒蝕

装置はオンライン リアルタイム処理方式に比較すると幾分手間がかかるとい う欠点をもっ

ている, この欠点 も塊鯨処理における剥 吹さ (Rexibility) やその処斬 出力を考慮すれば

十分にその欠点を帥って余 りあるものと考えられ る.またこの矧iy!■を利用すれば従来のア

ナログ処即製Er亡では処理が不 可能に近かったものも容易に実行可他である.1.fJkニー定の組

測rl引LIJJにおけ,L多数の虫の処堺を払 出に しか も正確に実行できるため, アナ ロク処Liti矧)',r.1_

と組み合わせることにより総合的な徽鮒気救観測テ一夕の媒録処理に適 しているもa｢)と考

えられ る.しか しこの紫紺 ま磁Ljげ -フ雅S,i装『よとしてほ最小規模の ものであるため不完

全な点 も幾つか指摘された.特に計算結果の出力共闘が紘弱なため計算処理に変する時間

U)大部分が.1氾=ノ･表出に使われ るとい う結果になっている.しか しこの難点は11.'b通 ライ

ソブリンjL一千紙 テープ-ソチャ-のような高速で郎用の出力装lLTlのイ]設に よって技術的

には容易に解決することができる.
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DATAINPUT TITLE(/Jイ トノし,変数の軌 平均個数,7､キッブ個数)

5/28 130011315CHl-TW.CH2-TTj,CH3-W,CH4-U.CH5-UX.CH6-UY,CH7-

WD,NO5-U,NO6-V.Nod-Q,NO9=F.3,バolo-WU,lVOll-UX,1TtOL2-UY,NOL3-
E1,.7～014-E2,

j4.ユ,0

NCH,CAL,ZER (チャンネル数,快足柄.巧,'仰)
7

0.00993.1.1.0.01078.-62,1,0.6022.-67.4,0.6317-63.2,0.6271,-63,7/

0､6027,-65.8.1.1352.-56.3

SL｢KtNOCHANNEL (郡の組み合わせ数.もItの組み令わせ)
]7,17

i,3.2,3,4,3,5,3,6,3,8,3.9.3,日,3,12.3,13.3,14.3.2,5,6.5,a.5,9,5.2.6,9.6

DISTRIBUTION (頻度分布o_)個数,度数の分脚数,分割の上限と下限)
10.20,20

-2.5.2.5,-2.5,2.5.-200,200,1300.300.-300,300.-I''uO.300,-300.300/

0.006.0.012.0,7000.-35000.2000O

PARAMETERS(パラメークの数,パラメータの数肺)
3,i
0.0,18.0,27.8,I

IBLK,NB,NO,NRETN (砧初のブロック, プロノク数.チ- 数々,チ 1-ツタ)

657,156,11232,1

MEAN OFDATA (ll232)

W (1)-一･308506E+UI
W (2)--･275942E+OL
W (3)-一･143592E+02
W (4)- r786151E+U2
W (5)ニ ー 278242E+02
W (6)ニ ー 713513E+02
W (7)- 164252E+03

LTMTT OFDATA (11232)

NO MAXIMUM MrNl礼lUM

162460E+00
･22649E+01
11345E+03
･35577E+03
16035E+03
12645E+03
･49983E+03

MEAN OFDATA (11232)

W (1)-
W (2)-
W (3)-
W (4)-
W (5)ニ ー
W (6)ニ ー
W (7)-
W (8)-
W (9)-
W (10)ニ ー
W (ll)- -
W (12)-
W (13)-
W (14)-

55yL_i-(1976)

-I:50951E+01
-.∠18391TI+01
- 15633E+03
-･18193E+02
-･28050E+03
-･26832E+03
･60166E十01

RANGE

57197E+01
7104UE+01
26979E+03
37397E+03
44085E+03
39477E十03
1̀9381E+03

･346184E-04
131242E-04
204891E-04
･163668E-03
･580458E-04
2011201三一03
565398fC-03
･623180E-02
I435634T三+04
539996E+03
288283じ-04
･411330E-04
-451586E+03
208724E+04

付圃-1 拓本統計伯の.71符軒先の一例

(5月28r]13時OU分 -13rIlf15分の 15分間の計顎緋果)
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LIMIT OFDATA (11232)

NO M X̂rMUM MtNtMUM

1 370q7E+(J1 - 2010日E卜01

2 50213E+01 - 20797E+01

3 12781E+03 - 14197E+03

4 27716E+03 - 96808r･:ト02

5 ･27189FlLO3 - 19298Eト03

6 lCJ285E+03 - 21406E+03

7 ･33558E+03 1 1582LIfI+03

8 ･88442E-02 r47349E-02

9 49184E+05 44339Ⅰトト01

10 13322E十05 - 26150f:ト05

11 18817E+03 1 25268E+03

12 ･19780E+05 - 19697E+03

13 10078E+05 10841E-01

RANGE

571971三+01

71040E+01

26979E+03

373971て十03

46487F:トO∃

40691E+03

49381E+03

41093E-02

491791;+05

39472E105

LI4085E+03

39477E+03

10078F+05

4 31351E十05 2261ノIE+00 ･31350じ+05

MOMFNT OFDATA (11232)

NO IST

1 346184E-04

2 131242El04

3 ･204891E-U4

4 ･163668E-03

5 - 580458E-04

6 - 201120F,--03

7 565398E-03

8 ･623180E-U2

9 ･435634E+04

10 - 539996E+03

11 - 288283E-U4

12 411330E-04

13 .451586E+03

14 208724E十04

2ND 3RD

940928E十00 289769E十00

118296E十01 617102E+00

903171TI+03 1･327829E十04

280519E+04 ･130121F十06

･153R23E十Ozl 131679E十06

327134E十04 -･262035Eト05

301405E+04 ･137617E卜06
445929丁モー06 108798E-09

200973E+08 217860E十12

544639E十07 - 275925E+ll

36577(うE十04 - 533821E+05

41517517:+04 - 698414E+10

52:)J157E+06 158734E+10

66LI4dtE+07 LI474711t:十11

STATISTICSOFnlSTRIBUTION

NO MEAN

l 13462E104

2 1312E-04

3 2〔49E-04

4 1637E-03

5 - 5805E-04

- 2011E-03

5654tl:-03

6232E-02

4356F+04

10 - 5400E+03

11 - 2883EI-04

12 ･4113E-04

13 ･1510)E十03

14 ･2087E+04

230

V.･tRrANCE SIGMA

LJ409tC+00 (J70OF十00

1183E 卜01 1088E卜01

9032E+03 ･3005E+02

2805E+04 5296E+02

453HE+04 6737E+02

3171F:十04 5720t;十O2

3014t!:+04 5490E+02
4459E-06 6678F,-03

･2010E+08 44831･ニ+04

5146E+07 ･2334E+04

3658E+O4 60L181二十02

14152E+04 64L13E+02

･5232E+O6 7233E+O3

･664LIE+07 2578r.':トod

SKEWNESS

3175t二十00

4796E十00

- 1208E+00

8758E+00

4307E+00

- 1400l.:+00

8317E十00

3654E+00

2418E+Ol

- 2171E十01

- 2413E+00

- 2611E+00

4195E+01

2613E+Ol

川.8-2 端本紋日｢山の.lf耶軒先Q_)一例 (i,-Eき)

4TH

2L16663E+01

515273E+01

290835E+07

293221E十08

657607E+08

3LJO234E+08

47】660E+00

606626E-12

5Uii306E+16

533809E+15

439404E+08

5791,16E+08

852989E+13

587936E+15

FLATNESS

2786E+01

3682E+01

3565E+01

3726E+01

3193E+0上

3179E+01

5】92E+01

3051E+01

125トil.:1-02
1800E+02

328-1E+01

･3360E十01

･3117E+02

1322E+02

熊'7'研 究



y- Y VARTANCE(Ⅹ) VARTANCE(Y)

1 * 3 9,jO9E+OO SI()こ12E+(13

2* 3 ､日83E+0[ 90321王卜(13

4* 3 2805E+04 ･9032E+03

5 * 3 4583E+()1 9032E+03

6* 3 3271E+04 ･9032E+03

8 * 3 4459E-06 ･9032E+03

9* 3 2010E+08 9032E+03

1* 3 36581ゴ+0-1 19032E十03

12* 3 ･4152E+04 9032E+O3

13* 3 5232E+06 9032E+03

14* 3 16644E+07 9032rT+03

2 * 5 1183E十Ol ∠1538E+()壬1

6* 5 3271E+0▲1 4538E+Oil

8* 5 ･1459E-06 4538E十04

9 * 5 2OIOE+()8 ･∠1538E+04

2* 6 1183E+01 3271E104

9 * 6 2010E十08 3271ETOA

FREQUENCY DISTRIBUTION (1)

CLASS

NO LOWER -

1 - 2500E1-01 -

2 -･2250E+01 -

3 一･2000E+01 -

上1 - 1750E+01 -

5 -･1500E+01 -

COVAf～lANCE(XY)

1263F.+O2

156日･:十02

- 5282E+03

1 5400E+03

5488E+02

･7285E-02

- 3(,571二+05

2473E+03

4832E十03

- 163E)r:+04

-･1428E+05

-･1297E+02

-･3238E+03

-･1918EI01

･8075E+05

- 8683E+01

- ･36521て十05

TNEt

･1

7

8

7

uJ
O

7

1

EJ
4

3

一1

0

4

4

6

｣｢

tC

33

77

31

66

31

63

93

36

49

75

84

77

84

26

67

39

4

下

d

J

3

2

0

3

2

.1

2

.0

.1

1

0

4

.2

1

1

EF

I

J

I

l

I

I

I

I

L

一

0C

RL.:LATIVE CUMULATIVE

UPPER FRTてQ FREQ(%) FREQ FREQ(%)

- 2250E+Ol O ･000 0 ･000

- 2000E+01 17 ･151 17 ･151

- 1750E+01 169 1505 186 1656

- 1500E+O1 395 3517 581 5173

-･1250E+01 4tFi8 41167 1049 9339

6 - 1250E+01 - -10000E+00 812 7･229 1861 16569

7 110000E+00 - 1 ･7500E+00 88L 7･844 2742 24412

8 -17500E+00 1 -･50()OE+00 1031 9179 3773 33592

9 - 500UE+00 一 一･25OUli:-00 105b1 91402 1̀829 42993

0 - 250OE+00 - ･0000E+00 998 8.885 5827 5187LJ

11 0000E+00 -

12 -2500E+00 -

13 5000E+00 -

1∠1 7500E+00 -

15 1()00uEH)0 -

16 1250E+01 -

17 ･1500E+01 -

18 1750E+01 -

19 200OE+01 -

20 -2250E+01 -

551JL_i-(1976)

2500E+00 1025 9･126 6852 61004

5000E+00 816 7･265 7668 68･269

7500E+00 841 71488 8509 75757

1･0000E+00

1250E+01

1500E十01

11750E+01

2000E十 01

2250E+01

2500E+01

LJ21 8200 9430 83957

672 5･983 10102 89939

12(J 3819 10531 93759

2R-1 2528 10815 96287

188 167.1 11003 9796し

79 703 uO82 98･665

59 525 11111 99･190

什図-3-1 完E･本統::｢Liの.7川慨 '1-i_の一例 (拭き)
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FREQUENCY D工STRIBUTION (?)

CLASS

NO LOWER -

1 - 2500E+01 -

2 -･2250E十01 -

3 -･2000E十Ol 一

･1 - 1750E十01 -

5 - 1500E十01 -

6 - 1250E十01 -

7 -1(泊00E十00-

8 一･7500E十00 -

9 -･5000E十00 -

10 - 2500E十00 -

11 ･0000E十00 -

12 ･2500E十00 -

】3 ･5000E十00 -

14 ･7500E十00 -

15 100UOE十00 -

16 125UE+O1 -

17 1500E+01 -

18 1750E十01 -

19 ･200OE+01 -

20 2250E十01 -

232

RELAT工VE CUMULATIVE

UPPER FREQ FREQ(%) FREQ fJREQ(%)

2250E+01 0 ･000 0 ･000

2000E十01 179 ト59LI 179 1594

175UE十01 326 2902 505 41496

1500E十01 498 4434 1003 8930

1250E十O1 520 4630 1523 13559

-10000E+UO 589 5.244

I 7500E+OO 746 6642

- 500OE+00 810 7212

-･2500E十00 975 8681

00OOti十00 1109 9874

･2500E十00 1040 9259

･5000E十00 985 8･770

･7500E十00 851 7577

1,OnOOE十00 692 6161

･1250E+01 598 5324

2112 18803

2858 25445

3668 32657

4643 Aト337

5752 51211

6792 60470

7777 69･240

8628 76816

9320 82･977

9918 88･301

1500E十O1 451 4015 10369 92･317

1750E+01 273 2431 10642 94･747

2000E十Ol 193 1718 10835 96･465

2250E+Ol 121 1077 10956 g7543

2500E十01 72 6利 11028 98･184

付図-312 .17古本統計ili:の計甘柿熊の一別 (続き)
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